
 

一 

『
大
坂
物
語
』
延
宝
頃
う
ろ
こ
が
た
や
版
の
挿
絵

 

柳　

沢　

昌　

紀　

は
じ
め
に

　
『
大
坂
物
語
』
は
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
の
大
坂
冬
の
陣
、
翌
年
の
同
夏
の
陣
に
取
材
し
、
各
陣
の
直
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
上

巻
と
下
巻
が
古
活
字
版
で
刊
行
さ
れ
た
。
両
陣
の
合
戦
の
様
を
描
き
、
豊
臣
家
の
滅
亡
を
記
す
。

　

本
書
の
古
活
字
版
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
川
瀬
一
馬
氏
、
中
村
幸
彦
氏
、
朝
倉
治
彦
氏
、
菊
池
真
一
氏
、
渡
辺
守
邦
氏
、
中
村

博
司
氏
ら
の
考
証
が
備
わ
る（

1
）。

一
方
、
整
版
の
版
種
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
渡
辺
守
邦
氏
が
網
羅
的
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
。『
新
日

本
古
典
文
学
大
系
・
仮
名
草
子
集（

2
）』

解
説
に
よ
れ
ば
、「
古
活
字
版
に
六
種
九
版
が
あ
り
、
整
版
に
寛
永
版
以
下
の
多
種
が
あ
っ
て
、

享
保
年
間
に
ま
で
及
ぶ
盛
行
を
示
す
」
と
の
こ
と
。
渡
辺
氏
は
「『
大
坂
物
語
』
の
諸
版（

3
）」

で
、
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
本
屋
久
次

郎
版
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
問
屋
版
、
同
じ
く
寛
文
八
年
松
会
版
の
三
種
の
江
戸
版
の
存
在
を
報
告
し
て
い
る
。
筆
者
の
調
査
で

は
、
ほ
か
に
明
暦
四
年
松
会
版
（
存
上
巻（

4
））、

さ
ら
に
延
宝
（
一
六
七
三
〜
八
一
）
頃
う
ろ
こ
が
た
や
版
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
『
大
坂
物
語
』
の
江
戸
版
五
種
の
う
ち
、
最
後
発
と
思
わ
れ
る
延
宝
頃
う
ろ
こ
が
た
や
版
は
、
上
巻
に
四
図
、
下
巻
に
三
図
の
挿
絵
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を
有
す
る
。
筆
者
は
か
つ
て
、
そ
れ
ら
七
図
が
全
て
『
嶋
原
記
』
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
山
本
九
左
衛
門
版
の
挿
絵
を
覆
刻
流
用

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
た（

5
）。

し
か
し
紙
幅
の
関
係
で
、
七
図
の
う
ち
二
図
に
つ
い
て
し
か
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
、
七
図
全
て
の
絵
柄
の
変
更
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
挿
絵
流
用
の
意
味
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
っ
て
み

た
い
。

一
、『
嶋
原
記
』
寛
文
十
三
年
版
と
『
大
坂
物
語
』
延
宝
頃
版

　
『
嶋
原
記
』
は
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
に
勃
発
し
、
翌
年
終
結
し
た
島
原
の
乱
を
題
材
と
す
る
。
初
版
に
つ
い
て
は
無
刊
記

十
二
行
本
説
と
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
刊
十
行
本
説
と
が
あ
る
が
、
朝
倉
治
彦
氏
が
『
仮
名
草
子
集
成
』
三
八（

6
）の

解
題
に
記
す
、
慶

安
二
年
刊
十
行
本
説
を
支
持
し
た
い
。
そ
れ
に
続
く
の
が
無
刊
記
十
二
行
本
で
、
い
ず
れ
も
上
方
版
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
寛
文

十
三
年
版
は
半
葉
十
五
行
で
、
本
書
の
最
初
の
江
戸
版
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
、『
嶋
原
記
』
寛
文
十
三
年
山
本
版
の
略
解
題
を
示
す
。
用
い
た
の
は
中
京
大
学
図
書
館
蔵
本
で
あ
る
。

中
京
大
学
図
書
館
蔵
（
貴
一
二
六
）

寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
山
本
九
左
衛
門
刊
。
三
巻
。
大
本
四
冊
。
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表
紙　

青
鈍
色
表
紙
。
二
七
・
一
×
一
九
・
二
糎
。

題
簽　

左
肩
双
辺
題
簽
「
新版

｜
嶋
原
軍
物
語
一
（
三
、四
）」（
第
二
冊
の
み
後
補
墨

筆
題
簽
）。

序　
　

上
巻
第
一
丁
。

目
録
題　
「
嶋
原
記
巻
上
目
録
」、「
同
巻
中
目
録
」（
以
上
、
上
巻
二
オ
）、

　
　
　
　
「
同　
　

巻
下
目
録
」（
上
巻
二
ウ
）。

内
題　
「
嶋
原
記
巻
上
（
中
、
下
）」。

柱　
　
「
嶋
原　

上　
　
　

一
（
〜
十
七
）」。

　
　
　
「
嶋
原　

中　
　
　

一
（
〜
十
六
）」。

　
　
　
「
嶋
原　

下　
　
　

一
（
〜
廿
二
終
）」。

匡
郭　

四
周
単
辺
。
二
二
・
三
×
一
六
・
六
糎
（
上
巻
三
オ
）。

本
文　

毎
半
葉
一
五
行
、
行
二
九
字
内
外
、
漢
字
平
仮
名
交
り
、
濁
点
・
読

仮
名
付
刻
。

挿
絵　

上
巻
の
四
ウ
五
オ
、
八
オ
、
一
一
オ
、
一
四
オ
、
一
七
オ
。

　
　
　

中
巻
の
二
ウ
三
オ
、
六
オ
、
九
オ
、
一
二
オ
、
一
五
オ
。

　
　
　

下
巻
の
二
ウ
三
オ
、
六
オ
、
九
オ
、
一
四
オ
、
一
七
オ
、
二
○
オ
。

丁
数　

上
―
一
七
丁
（
含
序
・
目
録
）、
中
―
一
六
丁
、
下
―
二
二
丁
（
第

三
冊
―
一
二
丁
、
第
四
冊
―
一
〇
丁
）。

巻
頭

刊
記
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刊
記　

下
巻
終
丁
ウ
本
文
一
一
行
の
後
に

　
　
　
「
寛
文
癸
丑
春
三
月
吉
旦
／
山
本
九
左
衛
門
刊
行
」。

印
記　
「
長
島
町
五
丁
目
／
大
野
屋
惣
八
」（
墨
印
）、「
平
出
氏
／
書
室
記
」（
平
出
鏗
二
郎
）。

備
考　

料
紙
は
い
わ
ゆ
る
江
戸
版
風
。

　

中
京
大
本
は
、
蔵
書
印
に
よ
れ
ば
貸
本
屋
大
惣
、
平
出
鏗
二
郎
の
旧
蔵
本
で
、
名
古
屋
に
伝
わ
っ
た
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
刊

記
の
「
寛
文
癸
丑
」
は
、
寛
文
十
三
年
で
あ
る
。
こ
の
版
の
挿
絵
は
上
巻
五
図
、
中
巻
五
図
、
下
巻
六
図
で
、
各
巻
第
一
図
の
み
が
見

開
き
挿
絵
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、『
大
坂
物
語
』
延
宝
頃
う
ろ
こ
が
た
や
版
と
、
そ
の
後
印
本
の
略
解
題
を
記
す
。

柳
沢
蔵
甲
本

〔
延
宝
頃
〕
う
ろ
こ
が
た
や
刊
。
存
下
巻
。
大
本
一
冊
。

表
紙　

卍
繋
ぎ
地
唐
草
文
様
を
空
押
し
た
濃
縹
色
表
紙
。
二
七
・
二
×
一
八
・
七
糎
。

題
簽　

左
肩
後
補
題
簽
に
「
大
坂
物
語　
　

下
」
と
墨
筆
書
き
。

内
題　
「
大
坂
物
か
た
り　

下
」。

柱　
　
「
大
坂
物
か
た
り　

十
九
（
〜
三
十
四
）」。

匡
郭　

四
周
単
辺
。
二
一
・
九
×
一
六
・
八
五
糎
（
下
巻
一
オ
）。

本
文　

毎
半
葉
一
六
行
、
行
三
二
字
内
外
、
漢
字
平
仮
名
交
り
、
濁
点
・
読
仮
名
付
刻
。
頸
帳
は
毎
半
葉
一
五
行
、
四
段
。
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挿
絵　

下
巻
の
二
○
ウ
二
一
オ
、
二
五
オ
、
二
九
オ
。

丁
数　

下
―
一
五
・
五
丁
（
含
頸
帳
二
・
五
丁
）。

刊
記　

後
表
紙
見
返
の
頸
帳
最
下
段
末
尾
に

　
　
　
「
う
ろ
こ
か
た
〔
や
〕」（
下
部
破
損
）。

印
記　

な
し
。

識
語　

見
返
に
「
九
月
吉
旦
／
主
岡
安
氏
」。

備
考　

料
紙
は
い
わ
ゆ
る
江
戸
版
風
。

柳
沢
蔵
乙
本

〔
延
宝
頃
う
ろ
こ
が
た
や
〕
刊
後
印
。
二
巻
。
大
本
二
冊

表
紙　

卍
繋
ぎ
地
唐
草
文
様
を
空
押
し
た
濃
縹
色
表
紙
。
二
七
・
三
×

一
八
・
八
糎

題
簽　

左
肩
双
辺
題
簽
「
絵入

｜
新
板
大
坂
物
語　
上
（
下
）

頸
帳
入

」。

内
題　
「
大
坂
物
か
た
り　

上
（
下
）」。

柱　
　
「
大
坂
物
か
た
り　

一
（
〜
十
八
）」、
下
巻
は
甲
本
に
同
。

匡
郭　

四
周
単
辺
。
二
一
・
四
×
一
六
・
六
五
糎
（
上
巻
一
オ
）、

二
一
・
九
×
一
六
・
八
糎
（
下
巻
一
オ
）。

本
文　

甲
本
に
同
。

甲
本
刊
記

乙
本
巻
頭
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挿
絵　

上
巻
の
二
オ
三
ウ
、
七
オ
、
一
三
オ
、
一
六
オ
。
下
巻
は
甲
本
に
同
。

丁
数　

上
―
一
八
丁
、
下
巻
は
甲
本
に
同
。

刊
記　

な
し
。

印
記　

な
し
。

識
語　

上
巻
見
返
に
「
此
本
何
方
へ
参
候
共
／
石
澤
氏
御
返
し
可
被
下
候
／

石
澤
弥
五
兵
衛
」、
下
巻
見
返
し
に
「
何
方
へ
参
候
共
石
沢
氏
／
方

へ
御
返
し
可
被
下
候
」。

備
考　

料
紙
は
い
わ
ゆ
る
江
戸
版
風
。

　

柳
沢
蔵
甲
本
は
、
下
巻
し
か
存
在
し
な
い
が
、
本
文
の
後
に
付
さ
れ
た
頸
帳
の
末
尾
に
、
残
念
な
が
ら
下
部
に
破
損
が
あ
る
も
の
の
、

「
う
ろ
こ
か
た
〔
や
〕」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
版
は
半
葉
十
六
行
の
典
型
的
な
江
戸
版
で
、恐
ら
く
延
宝
頃
の
刊
行
か
と
思
わ
れ
る
。

柳
沢
蔵
乙
本
は
、
そ
の
や
や
後
印
本
で
あ
る
。
末
尾
の
う
ろ
こ
が
た
や
の
刊
記
は
削
去
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
上
下
二
巻
の
揃
い

本
で
あ
る
。
ち
な
み
に
渡
辺
氏
が
「『
大
坂
物
語
』
の
諸
版
」
で
「
17
刊
年
不
明
版
」
と
記
す
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
は
、
こ

の
版
に
一
部
新
彫
別
版
を
交
え
た
修
訂
本
で
あ
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、
挿
絵
部
分
に
補
刻
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。

　
『
大
坂
物
語
』
延
宝
頃
う
ろ
こ
が
た
や
版
は
、前
述
の
と
お
り
、上
巻
に
四
図
、下
巻
に
三
図
の
挿
絵
を
有
す
る
。
こ
れ
も
『
嶋
原
記
』

寛
文
十
三
年
山
本
版
同
様
、
各
巻
第
一
図
の
み
が
見
開
き
挿
絵
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
柳
沢
蔵
乙
本
を
用
い
て
、
こ
れ
ら
七
図
の
検

討
を
行
い
た
い
と
思
う
。

乙
本
巻
末
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二
、『
大
坂
物
語
』
延
宝
頃
版
の
挿
絵
の
実
態

　
『
大
坂
物
語
』
延
宝
頃
う
ろ
こ
が
た
や
版
の
挿
絵
が
、『
嶋
原
記
』
寛
文
十
三
年
山
本
版
の
挿
絵
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
の
か
、

そ
の
実
態
を
見
て
ゆ
き
た
い
。
以
下
、『
大
坂
物
語
』
の
挿
絵
の
順
番
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
、
上
段
に
『
嶋
原
記
』
寛
文
十
三
年
山

本
版
の
挿
絵
、
下
段
に
『
大
坂
物
語
』
延
宝
頃
う
ろ
こ
が
た
や
版
の
挿
絵
を
示
す
。

　

ま
ず
は
Ａ
だ
が
、
見
開
き
の
挿
絵
で
あ
る
。
ま
る
で
新
聞
等
に
載
っ
て
い
る
間
違
い
探
し
の
よ
う
に
、
ど
こ
に
違
い
が
あ
る
の
か
、

わ
か
り
づ
ら
い
。
一
番
大
き
な
違
い
は
、
右
頁
上
に
城
の
櫓
が
あ
る
か
、
な
い
か
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
の
部
分
は
、
構
図
と
い
う
点
で
は

殆
ど
違
い
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
細
か
く
見
て
い
く
と
、
左
頁
の
城
門
ら
し
き
も
の
の
上
の
見
張
り
台
の
枠

組
み
が
白
抜
き
か
黒
か
、
さ
ら
に
そ
の
後
方
の
屋
根
の
よ
う
な
部
分
に
も
白
抜
き
か
黒
か
の
違
い
が
見
て
取
れ
る
。

　

上
段
の
『
嶋
原
記
』
は
、
下
巻
「
一　

元く
は
ん

日じ
つ

原は
ら

の
城じ

や
う

二
番ば

ん

攻せ
め

之
事
」
の
挿
絵
で
あ
る
。
一
揆
軍
が
籠
城
す
る
原
城
を
、
寛
永
十
四

年
十
二
月
に
板
倉
重
昌
率
い
る
討
伐
軍
が
攻
め
た
が
失
敗
し
た
後
、
翌
十
五
年
元
日
に
再
度
攻
撃
す
る
も
ま
た
敗
れ
た
こ
と
を
記
す
。

下
段
の
『
大
坂
物
語
』
は
、
上
巻
の
関
ヶ
原
合
戦
の
前
哨
戦
で
あ
る
九
月
十
四
日
の
晩
の
大
垣
城
攻
め
の
あ
た
り
に
位
置
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
『
大
坂
物
語
』
の
関
ヶ
原
合
戦
の
記
事
は
、寛
永
無
刊
記
版
以
下
の
整
版
で
は
、古
活
字
版
よ
り
記
述
が
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。
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Ａ　
『
嶋
原
記
』
下
巻
第
一
図

『
大
坂
物
語
』
上
巻
第
一
図
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次
に
Ｂ
だ
が
、
こ
れ
こ
そ
間
違
い
探
し
で
あ
る
。
例
え
ば
右
側
一
番
下
の
武
将
の
左
肩
の
と
こ
ろ
が
上
は
白
、
下
は
黒
に
な
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
感
じ
で
、
武
者
達
の
着
衣
の
文
様
や
具
足
の
一
部
に
若
干
の
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

上
段『
嶋
原
記
』は
、中
巻「
一　

吉き

利り

支し

丹た
ん

等ら

嶋し
ま

子こ

取と
り

懸か
け

本ほ
ん

渡と

合か
つ

戦せ
ん

の
事
」の
天
草
本
渡
合
戦
の
場
面
で
あ
る
。
そ
れ
が
下
段
の『
大

坂
物
語
』
で
は
、
冬
の
陣
の
城
外
戦
の
場
面
に
流
用
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ　
『
嶋
原
記
』
中
巻
第
二
図

『
大
坂
物
語
』
上
巻
第
二
図
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Ｃ
は
、
こ
れ
も
構
図
は
殆
ど
同
じ
だ
が
、
橋
の
左
下
の
二
人
の
人
物
が
、
上
段
は
町
人
風
、
下
段
は
武
将
と
な
っ
て
い
る
。

　

上
段
『
嶋
原
記
』
は
、
上
巻
「
二　

松ま
つ

倉く
ら

人に
ん

数し
ゆ

深ふ
か

江え

村
へ
を
し
よ
す
る
事
付
郷が

う

人に
ん

等ら

高た
か

来く

の
城
つ
け
い
ら
ん
と
せ
し
事
」
の
挿
絵
で

あ
る
。
こ
の「
松
倉
人
数
」と
は
肥
前
島
原
藩
主
松
倉
長
門
守
勝
家
方
の
軍
勢
で
、「
高
来
の
城
」は
島
原
城
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
こ
の
挿
絵
は
、
籠
城
す
る
島
原
藩
勢
を
一
揆
軍
が
攻
め
て
い
る
場
面
と
思
わ
れ
る
。
対
す
る
下
段
の
『
大
坂
物
語
』
は
、
冬
の
陣
の

攻
城
戦
の
場
面
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
大
坂
城
を
攻
め
て
い
る
の
は
徳
川
勢
だ
か
ら
、
武
将
に
変
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

Ｃ　
『
嶋
原
記
』
上
巻
第
二
図

『
大
坂
物
語
』
上
巻
第
三
図
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次
に
Ｄ
だ
が
、
一
番
大
き
な
違
い
は
、
右
側
の
旗
指
物
に
記
さ
れ
た
印
で
あ
ろ
う
か
。

　

上
段
『
嶋
原
記
』
は
、
下
巻
「
二　

松ま
つ

平た
い
ら

伊い

豆つ
の

守か
み

信の
ふ

綱つ
な

戸と

田た
の

左さ

門も
ん

氏う
ぢ

継つ
く

有あ
り

馬ま

下け

向か
う

之
事
付
隣り

ん

国こ
く

よ
り
加
勢
の
事
」
の
挿
絵
で
あ
る
。

板
倉
重
昌
の
討
伐
軍
が
二
度
の
原
城
攻
撃
に
失
敗
し
た
後
、
新
た
に
着
陣
し
た
松
平
信
綱
率
い
る
討
伐
軍
が
軍
議
を
催
し
て
い
る
場
面

か
と
思
わ
れ
る
。
下
段
の
『
大
坂
物
語
』
は
、
旗
印
が
「
大
」
と
い
う
文
字
だ
が
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
大
坂
方
の
大
野
修
理
を
中
心
と

し
た
軍
議
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

Ｄ　
『
嶋
原
記
』
下
巻
第
二
図

『
大
坂
物
語
』
上
巻
第
四
図

　

Ｅ
は
見
開
き
の
挿
絵
で
あ
る
が
、
上
段
右
側
の
船
が
着
船
す
る
絵
柄
が
下
段
で
は
騎
馬
武
者
や
歩
行
武
者
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
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Ｅ　
『
嶋
原
記
』
中
巻
第
一
図

『
大
坂
物
語
』
下
巻
第
一
図
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上
段
『
嶋
原
記
』
は
、
中
巻
「
一　

吉き

利り

支し

丹た
ん

等ら

嶋し
ま

子こ

取と
り

懸か
け

本ほ
ん

渡と

合か
つ

戦せ
ん

の
事
」
の
前
半
の
嶋
子
取
懸
の
場
面
で
、
天
草
四
郎
を
大

将
と
す
る
島
原
の
一
揆
勢
が
海
か
ら
天
草
の
嶋
子
に
攻
め
寄
せ
る
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
下
段
の
『
大
坂
物
語
』
で
は
、
夏
の

陣
の
合
戦
場
面
に
転
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
着
船
の
絵
柄
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
当
然
と
い
え
よ
う
。

　

続
い
て
Ｆ
だ
が
、
こ
れ
も
間
違
い
探
し
で
あ
る
。

　

上
段
『
嶋
原
記
』
は
、
中
巻
「
四　

十
二
月
廿
日
原は

ら
の

城
一
番は

ん

攻せ
め

の
事
」
の
挿
絵
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
、
板
倉
重
昌
率
い
る
討

伐
軍
が
一
揆
軍
の
籠
城
す
る
原
城
を
攻
め
る
場
面
か
と
思
わ
れ
る
。
下
段
の
『
大
坂
物
語
』
は
、
関
東
方
の
武
者
達
が
大
坂
城
を
攻
め

る
場
面
と
解
せ
る
。

Ｆ　
『
嶋
原
記
』
中
巻
第
五
図

『
大
坂
物
語
』
下
巻
第
二
図
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最
後
に
Ｇ
で
あ
る
。
こ
れ
は
か
な
り
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
例
と
言
え
よ
う
。

　

上
段
『
嶋
原
記
』
は
、
下
巻
「
四　

二
月
廿
七
日
吉き

利り

支し

丹た
ん

落ら
く

城し
や
う

之
事
」
の
挿
絵
で
あ
る
。
棚
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
討
伐

さ
れ
た
一
揆
勢
の
頸
で
あ
る
。
一
段
高
い
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て
い
る
の
が
、大
将
天
草
四
郎
の
頸
で
あ
ろ
う
か
。
下
段
の
『
大
坂
物
語
』

は
、
こ
れ
が
末
尾
の
挿
絵
で
、
こ
の
三
丁
後
か
ら
頸
帳
と
な
っ
て
い
る
。
棚
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
大
坂
方
の

頸
で
あ
る
。
天
草
四
郎
の
頸
と
高
札
が
削
ら
れ
、
右
側
に
三
人
の
武
将
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
人
は
、
ま
さ
に
頸
帳
を

手
に
し
て
、
そ
れ
を
読
み
上
げ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

Ｇ　
『
嶋
原
記
』
下
巻
第
五
図

『
大
坂
物
語
』
下
巻
第
三
図
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以
上
の
ご
と
く
、『
嶋
原
記
』
寛
文
十
三
年
山
本
版
の
挿
絵
は
、『
大
坂
物
語
』
延
宝
頃
う
ろ
こ
が
た
や
版
に
流
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
松
会
や
（
本
）
問
屋
に
追
随
す
る
形
で
『
大
坂
物
語
』
を
刊
行
し
た
う
ろ
こ
が
た
や
の
、
安
易
な
挿
絵
制
作
の
実
態
が

判
明
し
た
。

お
わ
り
に

　

柏
崎
順
子
氏
は
、
松
会
版
の
悉
皆
調
査
を
試
み
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
知
見
を
述
べ
て
い
る（

7
）。

松
会
が
出
版
し
た
本
を
、
同
様
に
江
戸
版
様
式
で
造
本
し
て
い
た
山
本
九
左
衛
門
・
本
問
屋
も
出
版
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い

た
。（
中
略
）
京
版
を
元
版
に
し
て
複
数
の
江
戸
版
が
作
ら
れ
る
場
合
、松
会
が
必
ず
そ
の
複
数
の
江
戸
版
刊
行
者
の
一
人
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。（
中
略
）
鱗
形
屋
が
出
版
す
る
本
は
、
松
会
・
山
本
・
本
問
屋
の
グ
ル
ー
プ
と
は
、
ご
く
わ
ず

か
な
往
来
物
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
重
複
し
な
い
。（
中
略
）
鱗
形
屋
も
、
数
点
で
は
あ
る
が
、
先
行
す
る
京
版
が
存
す
る
江
戸

版
を
出
版
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
と
同
じ
本
を
松
会
・
山
本
・
本
問
屋
の
グ
ル
ー
プ
が
出
版
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

す
な
わ
ち
、
江
戸
の
出
版
業
界
に
棲
み
分
け
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
棲
み
分
け
は
万
治
・
寛
文

期
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う（

8
）。

松
会
の
グ
ル
ー
プ
と
鱗
形
屋
が
明
確
に
異
な
る
営
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
有
し
て
い
た
の
は
万
治
・
寛
文
期
の
こ
と
で
あ
り
、
延
宝

以
後
は
京
版
を
江
戸
版
に
仕
立
て
直
す
シ
ス
テ
ム
が
崩
壊
し
た
こ
と
に
よ
り
、
鱗
形
屋
と
松
会
の
グ
ル
ー
プ
が
一
緒
に
相
版
を
出

版
し
た
り
、
鱗
形
屋
が
か
つ
て
松
会
が
出
版
し
た
本
の
テ
キ
ス
ト
を
出
版
す
る
と
い
っ
た
現
象
が
生
じ
て
い
る
。

　

鱗
形
屋
が
、
か
つ
て
松
会
や
（
本
）
問
屋
が
出
版
し
た
『
大
坂
物
語
』
を
、
延
宝
頃
に
刊
行
し
た
こ
と
は
、
以
上
の
見
解
を
否
定
す
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る
も
の
で
は
な
い
。
う
ろ
こ
が
た
や
は
、
先
行
す
る
松
会
や
（
本
）
問
屋
と
は
異
な
る
挿
絵
を
採
用
し
、
新
味
を
出
そ
う
と
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
実
態
は
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
山
本
九
左
衛
門
が
出
版
し
た
『
大
坂
物
語
』
は
、
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。
い
わ
ゆ
る
江
戸
版
様
式
の
造
本
を
行
う
版
元

間
で
、
別
書
の
挿
絵
を
流
用
す
る
事
例
の
報
告
は
、
こ
れ
ま
で
恐
ら
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
期
の
挿
絵
の
権
利
問

題
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
は
、
類
例
が
存
在
す
る
か
否
か
を
探
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

注（
１
）
川
瀬
一
馬
氏
『
増補

古
活
字
版
の
研
究
』（
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｊ
、
昭
四
二
）、
同
「
大
英
博
物
館
の
古
活
字
版
」（「
青
山
女
子
短
大
紀
要
」

二
二
、
昭
四
三
・
一
一
）、
中
村
幸
彦
氏
「
大
坂
物
語
諸
本
の
変
異
」（「
文
学
」
四
六
―
八
、
昭
五
三
・
八
）、
朝
倉
治
彦
氏
『
仮

名
草
子
集
成
』
九
（
東
京
堂
出
版
、昭
六
三
）、菊
池
真
一
氏
「『
大
坂
物
語
』
古
活
字
一
巻
本
本
文
研
究
」（「
近
世
初
期
文
芸
」
五
、

昭
六
三
・
一
二
）、
同
「『
大
坂
物
語
』
古
活
字
一
巻
本
本
文
変
化
の
意
味
」（「
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要
」
二
五
、
平
一
・
三
）、

同
「『
大
坂
物
語
』
古
活
字
二
巻
本
本
文
研
究
」（「
近
世
初
期
文
芸
」
六
、
平
一
・
一
〇
）、
渡
辺
守
邦
氏
・
竹
下
義
人
氏
・
樹
下

文
隆
氏
「
影
印
・
古
活
字
版
『
大
坂
物
語
』
零
本　
　

稀
本
零
葉
集
索
引
稿
番
外
」（「
調
査
研
究
報
告
」
一
〇
、
平
一
・
三
）、

渡
辺
守
邦
氏
「
古
活
字
版
『
大
坂
物
語
』
考
」（「
実
践
国
文
学
」
三
七
、
平
二
・
三
）。
中
村
博
司
氏
「「
大
坂
城
之
画
図
に
つ
い

て　
　

古
活
字
版
『
大
坂
物
語
』
付
図
の
詳
細
と
考
察
」（「
大
坂
の
歴
史
」
七
二
、
平
二
一
・
一
）。

（
２
）
岩
波
書
店
、
平
三
。

（
３
）「
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
三
二
、
平
二
・
三
。

（
４
）
位
田
絵
美
氏
「
明
暦
四
年
松
会
版
『
大
坂
物
語
』
に
つ
い
て
」（「
近
世
初
期
文
芸
」
三
三
、
平
二
八
・
一
二
）
に
、
位
田
氏
ご
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所
蔵
本
の
詳
し
い
紹
介
が
あ
る
。

（
５
）「
東
海
近
世
」
二
一
（
平
二
五
・
五
）
の
「
表
紙
図
版
解
説
」。

（
６
）
東
京
堂
出
版
、
平
一
七
。

（
７
）「
江
戸
版
考
―
版
権
の
様
相
」（「
日
本
古
書
通
信
」
九
四
八
、
平
二
〇
・
七
）。

（
８
）「
鱗
形
屋
」（「
言
語
文
化
」
四
七
、
平
二
二
・
一
二
）。
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